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問1 南アジアに位置する島国で、住民の約7割が仏教を信仰しているという宗教的な特徴を持ち、産業面では繊維製品のほかに「紅
茶（茶）」が主要な輸出品目となっている国はどこですか。 （2022年　三重公立入試　類似）

1.  スリランカ 2.  パキスタン 3.  バングラデシュ 4.  モルディブ

問2 製造業に従事する労働者の月額平均賃金を比較した統計において、日本（約2300ドル）やアメリカ（約3100ドル）に対し、
タイやマレーシアは約300ドル台という大きな格差があることが示されています。このような状況を背景に、東南アジアで進
められた経済的な動きとして正しいものはどれですか。 （2020年　鹿児島県公立入試　類似）

1.  生産コストの低減を目指す外国
企業を受け入れ、工業製品の輸出
を拡大させた。

2.  先進国と同等の高賃金を実現す
るため、すべての製造業を国営化
した。

3.  労働力不足を解消するために、
日本やアメリカから大量の出稼ぎ
労働者を受け入れた。

4.  農産物の輸出に特化するため、
工業化を制限して伝統的なモノカ
ルチャー経済を維持した。

問3 中華人民共和国において、1990年代から2020年にかけて国内総生産が飛躍的に増大し、国民一人当たりの経済水準も大幅に
向上した主な背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年　静岡公立入試　類似）

1.  沿海部に経済特区を設置して外
国の資本や技術を導入し、工業化
と輸出を拡大させた。

2.  鎖国体制を維持し、国内の豊富
な石炭資源のみを活用した自給自
足の経済を推進した。

3.  全ての農地を完全に国有化して
大規模な集団農場へと再編し、農
業生産のみに特化した。

4.  経済成長よりも環境保護を最優
先する政策をとり、製造業を縮小
させてサービス業を育成した。

問4 北側にヒマラヤ山脈がそびえ、南側のアラビア海へと注ぐ大河の流域に位置する地点で発展した文明について、その特徴を説
明した記述として正しいものはどれか。 （2015年　岡山公立入試　類似）

1.  印章と呼ばれるハンコのような
遺物が発見されており、独自の文
字が刻まれている。

2.  巨大なピラミッドが建設され、
王は神の化身として絶対的な権力
を持っていた。

3.  周囲に高い山や砂漠などの障壁
が少なかったため、異民族の侵入
が頻繁に起こった。

4.  灌漑農業によって強力な国家が
形成され、青銅器とともに鉄器が
早い段階で普及した。

問5 マレーシアの国土統計において、森林面積の割合が約58.2%と非常に高くなっている理由を説明した文として、最も適切なも
のはどれですか。 （2024年　熊本県公立入試　類似）

1.  熱帯に位置し、年間を通じて気
温が高く降水量が多いため、熱帯
雨林が発達しているから。

2.  冷帯に位置し、タイガと呼ばれ
る広大な針葉樹林帯が国土の大部
分を占めているから。

3.  乾燥帯に位置しているが、近年
の積極的な植林活動によって人工
林が急増したから。

4.  温帯に位置し、季節風の影響に
よる適度な降水が、落葉広葉樹の
成長を助けているから。

問6 中国が1970年代末から実施した「改革・開放」政策の一環として、沿岸部のシェンチェン（深圳）などに設けられた、外国の
資本や技術、外国企業の進出を優先的に受け入れるための地域を何というか、書きなさい。 （2024年　福岡県公立入試　類似）

1.  経済特区 2.  自治区 3.  直轄市 4.  特別行政区

問7 中国、日本、ASEAN（東南アジア諸国連合）の3つの地域を比較した統計において、面積と国内総生産（GDP）が最大である
一方で、一人あたりのGDPは日本よりも低くなっている地域はどこですか。 （2024年　福井公立入試　類似）

1.  中国 2.  日本 3.  ASEAN 4.  インド

問8 南アジアでは、半年ごとに風向きが変化する季節風（モンスーン）の影響を強く受けます。夏にインド洋からヒマラヤ山脈に
向かって吹く湿った風が多くの雨をもたらすことを利用して、ガンジス川の中・下流域で盛んに栽培されている農作物を次の
中から選びなさい。 （2024年　宮城県公立入試　類似）

1.  米 2.  小麦 3.  綿花 4.  コーヒー

問9 統計資料において、面積が約960万平方キロメートルと非常に広く、2011年時点の国内総生産（GDP）が約73億ドル、輸出額
が欧州連合（EU）に次いで190億ドルという高い数値を示している、アジアに位置する国はどこか。 （2014年　兵庫公立入試　類似）

1.  中国 2.  アメリカ合衆国 3.  日本 4.  インドネシア

問10 2012年の統計資料において、鉄鉱石の国別産出量で世界第1位でありながら、同時に世界の鉄鉱石輸入割合の60%以上を占め
て第1位となっている国はどこですか。 （2016年　山形県公立入試　類似）

1.  中国 2.  日本 3.  オーストラリア 4.  ブラジル
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
スリランカ

南アジアの国々はイスラム教やヒンドゥー教を信仰する人々が多い中で、スリランカは住民の約
70％が仏教徒であるという文化的特徴を持っています。また、かつてのイギリス植民地時代に開か
れたプランテーション農業を背景に、現在も紅茶の生産・輸出が非常に盛んであり、工業化が進ん
だ現在では繊維製品も経済を支える重要な品目となっています。

問2 答え 1
生産コストの低減を目指す外国企業を受
け入れ、工業製品の輸出を拡大させた。

タイの月額平均賃金が338ドル、マレーシアが321ドルといった、先進国と比較して非常に低い賃
金水準は、企業にとって生産コストを安く抑えるための大きなメリットとなります。この格差を利
用して、日本やアメリカの企業は現地に工場を建設し、安価な労働力によって製品を生産する体制
を整えました。その結果、これらの国々は農産物中心の経済から、工業製品を主力とする輸出主導
型の経済へと発展を遂げました。

問3 答え 1
沿海部に経済特区を設置して外国の資本
や技術を導入し、工業化と輸出を拡大さ
せた。

中華人民共和国は1978年から「改革・開放」政策を推進しました。特に深圳（シェンチェン）など
の沿海部に経済特区を設け、安価な労働力を求めて進出してきた外国企業の資本や高い技術を取り
入れることで、急速な経済発展を遂げました。その結果、国内総生産（GDP）は30年間で劇的な成
長を記録しました。

問4 答え 1
印章と呼ばれるハンコのような遺物が発
見されており、独自の文字が刻まれてい
る。

インダス川流域に展開したインダス文明では、牛や象などの動物の図像とともに「インダス文字」
が記された印章が多く出土しています。この文明は周辺の地形（ヒマラヤ山脈や海）によって他の
文明圏と区切られつつも、メソポタミア文明などと交易を行っていたことが、共通の遺物の発見か
ら明らかになっています。

問5 答え 1
熱帯に位置し、年間を通じて気温が高く
降水量が多いため、熱帯雨林が発達して
いるから。

マレーシアの土地利用の背景には、その気候条件が強く影響しています。赤道直下から北緯数度の
熱帯に位置するため、一年中高温で雨が多いため熱帯雨林が豊かに育ち、国土の半分以上を森林が
占める結果となっています。人口密度約102人という中程度の規模とともに、この高い森林率は東
南アジア諸国の特徴を捉える重要な指標となります。

問6 答え 1
経済特区

中国は、特定の地区に税制上の優遇措置を設けることで、外国企業やその資本・技術を積極的に導
入しようとしました。これが経済特区です。当初はシェンチェン（深圳）、アモイ（厦門）、スワ
トウ（汕頭）、チューハイ（珠海）の4か所から始まり、後にハイナン島（海南島）などが追加さ
れました。これにより、中国は「世界の工場」と呼ばれるほどの急速な工業発展を遂げることとな
りました。

問7 答え 1
中国

中国は広大な国土を持ち、国内総生産（GDP）の総額では世界有数の規模を誇りますが、人口が非
常に多いため、国内総生産を人口で割って算出される「一人あたりのGDP」は、日本などの先進国
と比較すると低い水準に留まっています。一方、日本は面積こそ最小ですが、一人あたりのGDPは
これら3つの地域の中で最も高い数値を示します。

問8 答え 1
米

南アジアのガンジス川流域では、夏の季節風（モンスーン）がインド洋から湿った空気を運ぶた
め、非常に降水量が多くなります。稲の生育には大量の水を必要とするため、この気候特性を活か
して米の栽培が盛んに行われています。一方、より乾燥した地域や降水量の少ないインダス川流域
などでは小麦の栽培が中心となります。

問9 答え 1
中国

中国はロシア、カナダ、アメリカに匹敵する世界有数の面積を持つ国です。広大な国土と膨大な人
口を背景に、21世紀に入ってから急速な経済発展を遂げ、世界第2位の経済大国となりました。特
に工業製品の輸出において世界経済の中で極めて重要な役割を果たしています。

問10 答え 1
中国

統計において「産出量」と「輸入量」の双方が世界トップクラスであるのは中国の特徴です。日本
は鉄鉱石をほぼ100%輸入に頼っていますが、自国での産出はほとんどありません。また、オース
トラリアやブラジルは世界有数の鉄鉱石産出国ですが、これらは「輸出」に回す割合が非常に高い
国々です。自国の旺盛な需要を背景に、産出と輸入の両面で突出している中国の現状を把握しまし
ょう。


